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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成24年11月15日(2012.11.15)

【公開番号】特開2011-213445(P2011-213445A)
【公開日】平成23年10月27日(2011.10.27)
【年通号数】公開・登録公報2011-043
【出願番号】特願2010-82739(P2010-82739)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｇ  51/03     (2006.01)
   Ｂ６５Ｇ  49/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/677    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｇ  51/03    　　　Ｃ
   Ｂ６５Ｇ  51/03    　　　Ａ
   Ｂ６５Ｇ  49/06    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｌ  21/68    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月28日(2012.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　基板を搬送方向へ浮上搬送する浮上搬送装置において、
　装置本体に前記搬送方向へ沿って配設され、配設状態が前記搬送方向に直交する搬送幅
方向に複数列になってあって、内部が浮上ガスを供給する浮上ガス供給源に接続され、上
面に浮上ガスを噴出するノズルが形成され、浮上ガスの圧力を利用して基板を浮上させる
複数の浮上ユニットと、
　前記装置本体に配設され、軸心周りに回転可能でかつ配設状態が前記搬送幅方向に複数
列になってあってかつ基板の裏面を支持する複数の搬送ローラ、複数の前記搬送ローラを
軸心周りに回転させる搬送モータ、及び各搬送ローラの周辺域に負圧を発生させる負圧発
生器を備え、基板を前記搬送方向へ搬送する搬送機構と、を具備し、
　搬送幅中心線よりも前記搬送幅方向の一方側に位置する各搬送ローラは、ローラ中心線
が前記搬送方向に平行な方向に対して前記搬送幅方向の一方側に傾斜するように構成され
、前記搬送幅中心線よりも前記搬送幅方向の他方側に位置する各搬送ローラは、前記ロー
ラ中心線が前記搬送方向に平行な方向に対して前記搬送幅方向の他方側に傾斜するように
構成されていることを特徴とする浮上搬送装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の特徴は、基板を搬送方向へ浮上搬送する浮上搬送装置において、装置本体に前
記搬送方向へ沿って配設され、配設状態が前記搬送方向に直交する搬送幅方向に複数列に
なってあって、内部が浮上ガスを供給する浮上ガス供給源に接続され、上面に浮上ガスを
噴出するノズルが形成され、浮上ガスの圧力を利用して基板を浮上させる複数の浮上ユニ
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ットと、前記装置本体に配設され、軸心周りに回転可能でかつ配設状態が前記搬送幅方向
に複数列になってあってかつ基板の裏面を支持する複数の搬送ローラ、複数の前記搬送ロ
ーラを軸心周りに回転させる搬送モータ、及び各搬送ローラの周辺域（周辺領域）に負圧
（負圧力）を発生させる負圧発生器を備え、基板を前記搬送方向へ搬送する搬送機構と、
を具備し、搬送幅中心線よりも前記搬送幅方向の一方側に位置する各搬送ローラは、ロー
ラ中心線が前記搬送方向に平行な方向に対して前記搬送幅方向の一方側に傾斜するように
構成され、前記搬送幅中心線よりも前記搬送幅方向の他方側に位置する各搬送ローラは、
前記ローラ中心線が前記搬送方向に平行な方向に対して前記搬送幅方向の他方側に傾斜す
るように構成されていることを要旨とする。
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